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〇５番 白川怜奈君 

行橋北小学校６年、白川怜奈です。私は、行橋市のＰＲについて質問します。 

行橋市は、買物の利便性が高いと思っています。例えば、ゆめタウンやハローディ、

トライアル、ルミエールなどスーパーが複数あり、ドラッグストアもドラッグストアコ

スモス、ドラッグイレブン、ドラッグストアマツモトキヨシ、ドラッグストアモリ、サ

ンドラッグなどがあります。 

また、子ども用品では、西松屋やバースデイなどがあります。車で移動しやすい距離

に集まっており、駐車場が無料のところがほとんどです。ですが、そんな行橋市の買物

の利便性に気づいていない人が多いと感じました。 

行橋市のホームページには、高速インターチェンジがあることや、空港から車で３０

分くらいの距離にあることなどの交通の便の良さが書かれていましたが、こういった買

物の利便性等も、移住を考えている人にＰＲしてはいかがでしょうか。ご検討をよろし

くお願いします。 

〇後半議長 荒木優丞君 

執行部に答弁を求めます。 

市長。 

〇市長 工藤政宏君 

行橋市の魅力や利便性といったものを住民の皆さんにＰＲしたらどうかと、そういっ

たご質問だと思いますけれども、本当に議員がおっしゃるようにですね、行橋といった

ものは非常に地政学的にも恵まれた地域だと思います。どういうことかというと、比較

的大きな災害といったものが少ない地域であります。 

それから交通の便ですね、これも先ほど少しお話がございましたけれども、例えば北

九州空港には近い所でいえば２０分から３０分ぐらいで、行橋市から北九州空港まで行

くことができます。また大きな港、苅田港といった港もある。必然的に、大きな自動車

関連産業、自動車産業を中心とした、それに関連するような工場なども、行橋市や苅田

町、みやこ町さんを中心に、この京築地域にあります。よって雇用が生まれるというこ

とですね。 

それから、特急がとまる行橋駅がある。これ、特急がとまるか、とまらないかは、駅

を中心とするまちの発展においては非常に重要なんですね。 

その他にも東九州自動車道、高速道路が通っておりまして、これも先ほど議員からご

説明がありましたようにインターチェンジ、高速への出入口といったものが行橋市には

３箇所もあるということです。これは非常に珍しいことなんですけれども、こういった

意味で本当に大変恵まれております。 

まずはですね、こういったところを、特に外向けに関しましては、移住を考えられて
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いる方々、あるいは観光をされる方々などにも向けて、パンフレットを作ったり、そう

いったことはしております。 

また今年度は、スターフライヤーという北九州空港から東京羽田を結んでいる飛行機

がございますけれども、１日１０便以上往復しておりますが、このスターフライヤーで

も、まだいつ頃かというものは確定しておりませんけれども、実際に行橋市の映像を流

す、そういったコマーシャルもいま現在考えているところでございます。その他にも関

東圏、東京のほうなどでＰＲイベントなどに参加したりしております。 

ただですね、こういったことが対外的には、要は市民の方以外の方々をターゲット、

目的として、対象としてこういったことはやってきているんですけれども、一方で市内

の方々向けには、もうちょっと本当に確かにやってもいいのかなというふうに思います。 

市自体の魅力については、市報それからＳＮＳなどを通じて、実際にこれまでもやっ

てきているつもりなんです。今まで以上に市民の皆さん方を、私が市長になってから多

く取り上げさせていただいて、ちょっとおしゃれな広報にして、これはもう本当に職員

が頑張ってくれているんですけれども、より若い世代の皆様方が見たいと思っていただ

けるような広報に努めてまいりました。 

それから自然面もそうですね、海があり、山があり、非常に恵まれた地域です。食べ

物もたくさん、いろんなおいしいものがとれます。こういったことをしっかりＰＲして

いって、市民の皆様に対しても、さらに伝わりやすいかたちでしていきたいと思います。 

特に議員をはじめとする若い世代の皆様方に、よりこの地域を知っていただいて、ま

ちを担っていくという自負心、これシビックプライドというんですけれども、自分たち

が行橋市をつくっていくんだ、行橋のまちづくりの担い手なんだ、そういった意識をよ

り強く持っていただけるような、そういった思いを持って、皆様方にもメッセージを伝

えていきたい、広報をしていきたい、そのように思います。 

ちょっとすみません、話が広がり過ぎましたけれども、以上でございます。 

〇後半議長 荒木優丞君 

白川議員。 

〇５番 白川怜奈君 

ご答弁、ありがとうございます。これからも行橋市のＰＲをよろしくお願いします。 

以上で質問を終わります。ありがとうございました。 


